


相模原公園 「ともいき広場」

整備事業のHP には、 総ルビ

付きのワーキンググループの

ニュースも掲載。

お子さんとワクワクしながら読

むのもいいね。

ともいき広場の
    HP はこちらから▼

　今、全国各地に増えてきている「インクルーシブ公園」。

南区にある神奈川県立相模原公園では、「ともいき広場」

の整備が進んでいます。障がいの有無や年齢、性別、国籍

などを問わず、全ての人が楽しく遊べる公園をつくるため

にどのような想いを持って取り組んでいるのか、県の職員

さんにお話を聞きました。

　神奈川県は「ともに生きる社会かながわ憲章」の理念（図

1）を具現化する取り組みとして県立相模原公園に「とも

いき広場」を整備することを 2023 年 7 月に発表しました。

 これを受けて、特別支援学校の先生や保護者、障がい者

団体などが参加する全 6 回のワーキンググループの開催や

12 日間にわたる遊具の体験会が実施され、当事者目線の検

討が行われてきました。

　そして出来上がったのが完成イメージ。（図２）

　広場は、音や形を楽しむことができる【ぽかぽかエリア】、

複数人で遊べる【にこにこエリア】、活発な動きを楽しむ

ことができる【ぐんぐんエリア】、チャレンジ性の高い遊

具がある【森のわくわくエリア】の 4 つに分けられ、子ど

もたちがそれぞれの年齢や特性に合わせて好きなエリアで

遊べるようになっています。しかし、そのエリアは明確に

区切られたものではなく、緩やかなエリア分けになるよう

心がけたそうです。インクルージョン（一体）を目指そう

としたのに結果的にインテグレーション（統合）やセグレ

ゲーション（隣接）になってしまうということもあります。

　「障がいのある子ども専用のエリア」が生まれないよう、

遊具の設置場所などに工夫をこらし、さまざまな子どもた

ちが一緒に遊ぶことができる公園を目指

しています。

　ワーキンググループから出た意見も参

考にされました。木陰を作るためになる

べく樹木を伐らない設計、日除けや雨を

避けるのためのシェルターの下には寝転

んで使うこともできるロング縁台、地面

には遮熱のゴムチップが採用され、広場全体が過ごしやす

い空間になるような工夫がされています。

　担当の職員さんたちは、「ユニバーサルデザインの遊具

を設置して終わりではなく、ともいき広場を『みんなで育

てる公園』にしたい」と語ります。イベントの開催や SNS

の利用等でともいき広場の存在を広く知らせ、ホームペー

ジに遊び方動画を載せることや、ルール設定を複雑にしな

いことなど、今までは障がいが理由で公園に行きづらかっ

た方々が足を運びやすくするための方法も検討中とのこと

です。

　子どもたちにとって、遊びは生きることそのもの。公園

で「みんなでともに遊ぶ」ことって、「ともに生きている」

と言い換えることもできるのではないでしょうか。来年春

にたくさんの子どもたちの笑顔が相模原公園にあふれるの

が楽しみです。

県立相模原公園内　ともいき広場
厚木土木事務所津久井治水センター工務課公園班　　☎042-784-1111　FAX042-784-7696

誰もがともに遊べる公園づくりが進行中！

同じ場所に障がいや
年齢別のエリアがある 

　社会における健常者と障がい者の関係性（状態）
ユネスコ （国際連合教育科学

文化機関） が 1994 年に発

表した 「インクルーシブの原

則」 を元にここずっとが作成

一　私たちは、あたたかい心をもって、
　　　　すべての人のいのちを大切にします

一　私たちは、誰もがその人らしく
　　　　暮らすことのできる地域社会を実現します

一　私たちは、障がい者の社会への参加を妨げる
　　　　あらゆる壁、いかなる偏見や差別も排除します

一　私たちは、この憲章の実現に向けて、
　　　　　　　　　　　県民総ぐるみで取り組みます

　　　　　　　　　平成28年 10月 14日　神奈川県

２０１６年７月２６日の津久井やまゆり園障がい者殺傷事件が二度と

繰り返されないよう、 ともに生きる社会の実現をめざしてつくら

れました。 「ともいき広場」 の名称はこの憲章に由来するものです。

図1　「ともに生きる社会かながわ憲章」

2026年春のオープンを目指し
現在工事が進められています。
　　                  ※表紙写真参照　

図 2　ともいき広場
　　　完成イメージ図

市民参加でインクルーシブ公園の実現へ

　　風のわたる昼下がりの旭森

公園、 木々の間に机をセッティングして話し合いがもたれました。 旭町自治会の役員

さんと日ごろから旭森公園を利用している近隣保育園、 児童発達支援 ・放課後等デイ

サービス事業所に相模原市公園課の職員が加わって、 老朽化のために撤去されたツ

リーハウス跡地の活用を考えようというものでした。 旭森公園はその木々も多く、 市

内公園でも唯一のツリーハウスがありました。 どんな公園にしたいかは、 どんな地域

にしたいか、 どんな環境 ・暮らしのなかでを子どもたちの成長を育めるかという問い

です。 誰もが一緒に遊べる公園づくりのために意見を寄せ合いました。

　公園課として、 特別に UD を求めるというようなテーマを意識しているわけではあり

ませんが、 遊具メーカーなどはどんどん UD やインクルーシブを意識して着実に変わっ

ているそう。 老朽化にともなう遊具の改修のたびに、 必然的にそんな遊具に変わりま

す。 意識的にUDを求めていけば変化も加速すると期待できます。 それに、地域市民、

利用者の声が重なっていくと旭森公園のように地域公園の姿そのものも変わっていき

そうです。

　相模原市では、 インクルーシブや UD 公園

を意識した一番手として２０２０年に相模原

スポーツ ・ レクリエーションパークをオープ

ン、 利用開始しています。 公園内は転んで

もけがをしにくいゴムマットが敷き詰められ、

車イスのまま遊べる砂場、 歩くのが苦手なお子さんでも登るこ

とのできるすべり台型遊具など、 他の公園ではなかなか体験でき

ない遊具がそろっています。 　その遊具を楽しめる子どもたちのおおよその年齢表示

が遊具本体にあるものの、 年齢、 苦手 ・得意を気にせずに一緒に遊べそうです。

　立地が在日米陸軍との共同使用区域内であるため、 在日米陸軍との取り決めにより

開園時間などに制限があること。 そのことに関連してだと思われる、 車いす利用者の

動線への配慮に制限があり、 公園付属のトイレもストレッチャーが無いなど使いにくさ

が残るのが少し残念。 何より、 子どもたちの遊ぶ姿に有刺鉄線が重なる風景が心寂し

い。 叶うなら、 市民参加の運営協議態勢を願いたいところです。

▲ スポーツ ・ レクリエーションパーク遠景

　▲ 旭森公園で話し合う
   自治会、 利用者、
公園課のみなさん

●南区旭森公園　南区旭町 14（大野南こどもセンター前）
●相模原スポーツ・レクリエーションパーク
　相模原市中央区小山 2696（JR 相模原駅北口から徒歩 8分）

健常者だけが遊べる 誰もが同じ遊具で遊べる 別の場所に障がいや
年齢別のエリアがある 
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